








































































































































拓使（設置期間は 1869～1882 年）が引き継いだものである。その後 1873（明治６）年にケプ
ロン（Horace Capron, 1804-1885），1875（明治８）年にダン（Edwin Dun, 1848-1931），そして


















































（明治 25）年に正式に辞職する。農牧社は翌 1893（明治 26）年に組織を改めて組合となって
いるが，経営は困難な状態が続いたようである22）。
笹森は自ら運営した士族授産事業の不振の原因を，広く社会情勢のなかに見出そうと，1891

































































































































８月 25 日～27 日　宮古島に滞在
８月 28 日～９月 28 日　那覇（本部半島，国頭，中頭地方の調査）に滞在
９月 30 日～10 月 17 日　奄美大島に滞在
10 月 18 日　鹿児島着
である。笹森の旅程は，６月１日に那覇に入港し，先島には７月５日に入り，宮古を経て，７
月 14 日まで石垣島に滞在している。西表島の調査は７月 15 日から 28 日にかけて行ない，そ


























































刻であり，戸数にして 208 戸，人数にして 708 名にのぼる不就学生徒がいると語っている。後


























































































































































































































































収集やその整備も手がけ，1884（明治 17）年から 1888（明治 21）年までの農業統計書である
『大嶋農事調査』と，布告や達しなどを転写した『大嶋調査事項』などの資料を残している。


















































































る調査が中心）は，1879（明治 12）年の琉球処分前後から 1900 年代初頭（明治 30 年代）ま
で，第２期（沖縄出身者による沖縄独自の問題に関する研究が中心）は，1900 年代初頭から
1920 年代半ば（大正末期）まで，第３期（沖縄出身かどうかに関わりなく，研究者が増加し








































































































































































































35 号，2006 年，25～54 ページ）；拙稿「仲吉朝助の勧農論―沖縄農業研究の端緒」（『京都産業大学







  3）　本堂崇「奄美大島島司『笹森儀助』について」（『東奥文化』，第 71 号，2000 年，３ページ）。
  4）　沖縄では島司が置かれたのは奄美群島よりもやや遅れて 1896（明治 29）年の郡制施行の際であっ
た。沖縄本島の各郡には郡長がおかれたが，宮古島と八重山島だけは島司がおかれた。島司は郡長よ
りも広範な権限をもっていた。
  5）　柳田国男『海上の道』，岩波文庫，1978 年，150～1 ページ。




  8）　柳田國男「序（文）」（横山武夫『笹森儀助翁傳』，今泉書店，1934 年，１ページ）。
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（『京都産業大学論集　社会科学系列』，第 20 号，2003 年，56～7 ページ）。
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 59）　笹森儀助・東喜望校注，前掲書，1983 年，127 ページ。
 60）　同上書，127 ページ。
 61）　拙稿，前掲論文，2006 年，36～7 ページ。






 67）　仲吉も 1893（明治 26）年 12 月に沖縄県土地調査員となり，旧慣諸制度に関心をもっていた。仲
吉は文献を渉猟する一方で，各地で精力的に調査を行ない，関係資料の収集につとめていた。この調
査や資料収集の成果が仲吉朝助『八重山島農業論』（大日本農会，1895 年）である。




は 19 世紀中期，そして３回目は 1879（明治 12）年の廃藩置県の頃である。伊波普猷「沖縄県下のヤ
ドリ―都市と農村との交渉に関する一考察」（『琉球歴史物語』，沖縄青年同盟中央事務局，1947 年）。









 74）　笹森儀助・東喜望校注，前掲書，1983 年，205～7 ページ。
 75）　沖縄ではその後，1898（明治 31）年に県庁内に土地整理局を設置し，土地整理事業に取り掛かっ
ている。土地整理局は，その役割を終えた 1904（明治 37）年に閉局している。




 78）　笹森儀助・東喜望校注，前掲書，1983 年，239～40 ページ。
 79）　同上書，236～94 ページ。








 84）　沖縄では小学校は 1880（明治 13）年に創立されている。小学校の展開については，真境名安興
『真境名安興全集』第２巻，琉球新報社，1993 年，92～4 ページ。
 85）　笹森は，このときハブ被害を減少させようとする施策など，様々な施策に着手している。
 86）　同じ 1896（明治 29）年に田代は台湾総督府民政府附の技師を拝命し，以後約 20 年間にわたって
在職している。田代は主に台湾総督府の林務に関わっていた。

















 92）　笹森儀助・東喜望校注，前掲書，1983 年，228～30 ページ。








 98）　この点については多くの業績があるが，ここではとりあえず Pyenson, Lewis and Sheets-Pyenson, 


























112）　村井紀「折口信夫と柳田国男―沖縄への眼差し」（『国文学』，第 38 巻８号，1993 年，78～85 ページ）。
113）　沖縄大百科事典刊行事務局編『沖縄大百科事典』上巻，沖縄タイムス社，1983 年，436 ページ。
現在は学際的な研究と海外との比較研究に重点が置かれようとしている。「沖縄学　世界へ脱皮―地









Gisuke Sasamori and Local Promotion
—One Consideration over “Nanto Tanken”
Nobuhisa NAMIMATSU
Abstract
Gisuke Sasamori (1845–1915) is famous as an author of “Nanto Tanken” (The southern island exploration). 
This book is the record that Sasamori investigated islands of Okinawa for about 5 months in 1893. The contents 
of the investigation record are the remote defense, resources inquiry, the fact of the farm village life, and the in-
dustrial actual situation. Because this record was detailed, it gave big influence for politics and a study.
The achievements of Sasamori become considerably clear in a past study. However, it is not elucidated why 
he was able to conduct a detailed investigation in the study. Furthermore, influence after the investigation 
is not clarified. He performed a relief work measure for samurai descendants business (the management of 
‘Noubokusya’) before beginning investigation. By this report, it makes clear that he took in much agriculture 
knowledge from some agriculture researchers and agriculturalists through the management. Furthermore, he 
comes across Noboru Jahana (1865–1908) and Shigeru Narahara (1834–1918) of the prefectural governor during 
investigation and argues about old customs system. By this argument, the investigation record was filled up more.
The influence that this record gave on a study is to have started Okinawa study. Kunio Yanagita (1875–1962) 
pointed this out, too, but was different from the direction of this record and the folkloric course by Yanagita and 
Fuyu Iha (1876–1947). Sasamori had a viewpoint of the local promotion, but the Okinawa study did not have such 
a viewpoint. Sasamori was engaged in real administration after southern island investigation in Amami-Oshima. 
He was engaged in local promotion. About the influence in the politics, the book of Sasamori gave the abolition of 
the old customs system (e.g. Jintouzei) big influence. The detailed record by Sasamori became the policy criticism.
Keywords: Gisuke Sasamori, Nanto Tanken, Local promotion, Noubokusya, Okinawa study
